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JSA 神奈川支部研究交流会と話題提供者の募集について 

 JSA 神奈川支部幹事会 

 

新年おめでとうございます。1 月 15 日（土）15 時から 17 時ごろまで、かながわ総研事

務所会議室で、新春恒例の支部研究交流会を開催します。昨年は COVID-19 感染爆発で、残

念ながら中止のやむなきに至りました。連絡の届かなかった皆様には申し訳ありませんで

した。今年は、是非とも開催したいので、多くの皆様に話題提供し、ご参加くださるよう

お願いします。 

液晶プロジェクターとスクリーンと PCを用意しますので、データを USB メモリーなどで

お持ちください。発表希望者は、発表者と話題のタイトルを後藤（goto(at) kd5.so-net. 

ne.jp）までお知らせくださるようお願いします。発表時間は話題提供者の数で 120 分を割

ります。 

なお、当日、14 時から 15 時まで、「日本の科学者」と「支部通信」の 2月号の発送作業

と支部幹事会を行ないます。よろしければ、こちらにもご参加ください。また、終了後、

久しぶりに有志で新年会を開催したいと思います。 

                                                           

JSA神奈川支部研究交流会                                               

日時：2022 年 1月 15 日（土）15:00～17:00  

   終了後、有志で新年会の予定 

会場：かながわ総研事務所（横浜市中区不老町 2-  

8-8 不二ビル 6階 604 号室、045-662-9839)  

交通：JR関内駅南口または地下鉄伊勢佐木長者町 

駅徒歩 5分、旧横浜文化体育館北側  

連絡先：後藤仁敏（電話・Fax：045-894-1052、携 

帯：090-7175-1911、E-mail: goto(at)          

Kd5.so- net.ne.jp） 
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コロナ対策についての要望書への横浜市長 山中竹春氏からの回答 

JSA神奈川支部幹事会 

 

前号に掲載した支部幹事会が昨年 11月 5日に提出した「新型コロナウイルスの第 6波および各種感

染症対策についての要望書」に対し、12 月 6日付で横浜市長 山中竹春氏から以下のような回答が来ま

したので紹介します。 
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コロナ対策についての要望書への川崎市総務企画局危機管理室からの回答 

JSA神奈川支部幹事会 

 

前号に掲載した支部幹事会が昨年 11 月 5 日に提出した「新型コロナウイルスの第 6 波および各種感

染症対策についての要望書」に対し、12 月 1 日付で川崎市総務企画局危機管理室から以下のような回

答が来ましたので紹介します。 

以下の回答の番号は、要望項目の「1.PCR検査

の拡充を」、「2.コロナ専門病院拡充と後遺症対策

専門病院の設立を」、「3.10 万人あたりの全国標

準並みの病院数の数の確保と医療機関の経営危

機への防止を」、「4.保健所など行政機関の拡充

を」、」「5.小中学校や高校、大学までの感染症対

策と長期欠席児童の救済を」の本文 6～8 行目を

5-1、9～12行目を 5-2、13～14行目を 5-3とし、

「6.中小企業への引き続き支援と援助を」の各項

目ごとに担当部局から回答したものです。 
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池内了さん講演会「コロナ禍と戦争－今、人類の英知が試される」の報告 

後藤仁敏 

 

根岸線沿線九条の会連絡会は 11月 24日、池内了

さん講演会を開催し、152 人が杉田劇場ホールに集

まりました。 

まず、栄区出身のシンガーソングライターtomoko

さんが、オリジナル曲など、素晴らしい歌と演奏で、

参加者を魅了しました。「星をみあげて」は最近亡く

なった大切な人を想いながらききました。マイケ

ル・ジャクソンの「We are the world」は力つよく、図 1 講演する池内了さん(越智さん撮影)

私たちをいつもはげましてくれる曲です。勇気をもらいました。最後の「My Home is you」

は愛する人への想いをつよくしました。美しい歌声は参加者のこころに響きました。 

池内了さん（名古屋大学名誉教授、九条の会世話人）は、「コロナ禍と戦争－今、人類の

英知が試される」と題して、スライドを使用して次のように講演しました。 

安倍・菅・岸田政権は、コロナ禍への科学的対応を怠る一方、コロナ禍を利用して、学

術会議会員を任命拒否し、オリンピック・パラリンピックの開催を強行し、福島原発汚染

水を海洋投棄する方針を決め、敵基地攻撃能力の獲得、憲法改悪をめざすなど、悪政を進

めている。大国の指導者は、コロナ禍を戦争に譬え、コロナとの戦いを口実に、自国優先、

国家主義、排外主義、優生主義を浸透させようとしている。 

しかし、コロナかにもかかわらず、日本はじめ多くの大国では軍拡を進め、日本でも科

学者を軍事研究に動員しようとしている。 

一方で、大国の小国への武力干渉はあっても、大国間の戦争はほぼ終焉を迎えている。

実際、戦争を起こしても何のプラスもなく、国際的に孤立し、むしろ経済的に立ち行き行

かなくなってしまう。世界史は武力の撤廃と戦争の放棄に向かっており、人類は知的に進

歩しているという自信を持とう。 

とくに日本国憲法９条は世界の未来を先導している。総選挙で自民・公明・維新・国民

の改憲勢力が衆議院の 4 分の 3も占めてしまった。来年の参議院選に向けて、今こそ人間

力を発揮し、憲法改悪を許さない運動を進めよう。 

池内さんのお話は、総選挙の結果に落胆している私たちに人類の英知を思い出し、励ま

し、九条の会運動を自信を持って進めようと呼びかけるものでした。 

その後、洋光台 9 条の会の木村容子さん、港南台 9 条の会の秋吉隆雄さん、栄区九条の

会の日隈好恵さん、大船の各九条の会の飯田洋さんが、それぞれの活動と思いを発言しま

した。 

最後に、主催者を代表して世話人の私が「岸田首相、維新の松井代表、安倍元首相まで

が改憲大合唱をとなえるなか、今こそ、九条の会運動の真価を発揮し、憲法 9条を輝かせ

るよう力を合わせて頑張りましょう」と訴えました。 
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神奈川 16 区市民連合の総選挙での取り組みと今後の課題 

   神奈川民間懇 北山宏之  

 

 神奈川 16 区（厚木、伊勢原、愛川町、清川村、相模原・座間の一部）では、前回立候補

した共産党が自主的に立候補せず、後藤祐一（立憲民主）と義家弘介（自民）の一騎打ち

となり、後藤が小選挙区で当選し、義家は落選して比例復活当選となった。４年前の総選

挙の小選挙区の結果と、今回の総選挙の小選挙区の結果を比較すると、４年前の後藤票（希

望の党）＋ 池田票（共産党）＝ 今回の後藤票（立憲民主党）とほぼ同じとなっており、

義家票はほとんど変化なく、候補者を１本化した野党共闘の効果が出ていると言える。 

 以下は市民連合の議事録からの抜粋である。 

・後藤祐一氏と 16 区市民連合との間で政策協定書（確認書）を交わした。4 野党の政策

合意書とほぼ同様である。 

・市民と立憲野党の共同候補（微妙だが統一候補とは呼んでいない）として後藤氏の選挙

活動 駅前集会では立民と無所属の地方議員が挨拶 他党はなし、共産党との同席はいっ

さい無し。 

自分の実績は語るが 4 野党合意政策に触れず、野党共闘も言わなかった。10/30 の本厚

木駅前での演説で「野党の皆さんのご協力・・」、11/1 の勝利報告会で「野党のみなさ

んのご支援で・・」とは語った。 

・16区市民連合としては、本厚木駅前でのごとうリーフ配布宣伝に連日参加し、後援会長、

立民の市議たちには認知させることはできた。16 区市民連合としては、投票率向上の

宣伝に貢献した。 

 伊勢原でも３回の伊勢原駅前での宣伝を行なった。 

 

今回の選挙の感想（野党共闘、政権交代、上記経過も含めて） 

・4 党の共闘は自公にとって相当な脅威だったはず。県内で共産が維新より得票率が高か

ったのは 3つのみ。その 1つが相模原市緑区、対話の効果か。 

 ・維新の伸びの特徴は、他を攻撃して伸びをはかるスタイル。 

 ・投票率を上げる事は達成できなかった。選挙にアプローチするような対策を増やす努

力が必要。 

 ・自民党の戦略で選挙が早められた。岸田は二階を降ろし、野党共闘を攻撃した。安保

条約・閣外協力への攻撃、4野党合意の 20 項目の政策は良いのだが、宣伝できなかっ

た。野党共闘の効果はあった。小選挙区制のもとでの唯一の方法だ。 

 ・駅頭のチラシ配布にたびたび参加したが、市民が無関心だった。無関心は与党に有利、

生活にゆとりなく、政治を考えられない層が増えている。 

 ・コロナ無為無策が争点だったはずが患者が減り、自公の対策がどうあれ、攻めどころ

ではなくなった。テレビジャック、維新松井・吉村出っぱなし。 

 ・16区市民連合としてはコロナ禍でもオンライン活用で会議・集会を開催する事ができ

た。賛同者の登録とオンラインの活用が重要だ。 
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 ・野党一本化の魅力が国民に伝わらなかった。伝われば投票率はアップする。市民連合

が接着剤、次の選挙につなげる。 

 ・「政権を取る」に少し先走り感があった。今回は無理だったが、次には野党共闘で「今

度こそ政権を」のときに投票率が上がる。 

 

 

安保法制違憲かながわ訴訟最終口頭弁論の報告 

 後藤仁敏 

 

2021 年 12 月 9 日、横浜地方裁判所 101 法廷で、

私も原告の一人を務める安保法制違憲かながわ訴訟

の最終口頭弁論が開かれました。開廷に先立って、

裁判所前で、200 人以上の傍聴希望者と原告・弁護

団により行進がおこなわれました（図 1）。 

傍聴希望者の抽選があったが、私は外れたので、

報告集会の開かれる波止場会館に向かいました。私

はこれまで何度も法廷に入って傍聴する機会を得て 図 1 裁判所前での行進 

おり、機会の少なかった方には傍聴券が渡されました。 

波止場会館では、岡田尚弁護士の「改憲を巡る情勢と安保法制違憲訴訟」という以下の

ようなお話を聞きました。 

岡田尚弁護士の話 

総選挙では、野党共闘で闘った小選挙区で立憲民主党は 48から 57 に議席を増やしてい

る。接戦区が 31あり、もし勝っていたら 88に達していた。比例区では 62から 39 に減ら

したが、公示前の 62 は国民民主党との合体で増えた数で、前回 2017 年と比較すれば全体

でも 55 から 96に増やしている。小選挙区での躍進は、野党共闘の効果を示しており、接

戦区での惜敗は次回に希望を託している。 

しかし、総選挙の結果、自公に加え維新と国民民主を加えると、改憲勢力は 3分の 2 ど

ころか 4分の 3を占めるに至った。岸田首相は、敵基地攻撃能力の保有をめざし、まずは

緊急事態条項だけでも会見しようとしており、憲法審査会を起動しようとしている。 

自民党は「憲法改正推進本部」を「憲法改正実現本部」と改称し、本部長に古屋圭司氏、

事務総長に新藤義孝氏を起用した。両氏とも安倍晋三氏に近い人だ。岸田首相は宏池会の

ハト派、広島出身の平和主義者のイメージもあり、安倍よりも闘いにくい面がある。改憲

発議、それこそまさに緊急事態であり、発議反対の全国署名は重要だ。 

安保法制違憲訴訟は憲法判断回避の敗訴判決が相次ぎ、局面打開に公正判決要請署名を

広げる必要がある。解釈改憲、立法改憲に反対するとともに、明文改憲を阻止する運動が

まさに正念場を迎えている。 

質疑応答していると、裁判が終わり、意見陳述した弁護士と傍聴した仲間が会場に入っ

てきて、報告集会が始まりました。 
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裁判の報告集会 

今回の法定では、250 頁もの最終準備書面を提出

し、その内容を 7 人の弁護士が総括的に意見陳述を

したとのことでした。集会では、そのうち 6 人がそ

れぞれの意見陳述について報告しました。 

斎藤宙也弁護士は、宮崎礼壹証人と青井未帆証人

の法廷での陳述に基づいて、安保法制の違憲性につ

いて以下のように述べました。「新安保法制により 図 2 裁判報告集会での伊藤真弁護士ら 

憲法が禁止する武力行使である集団的自衛権の行使 

が認められ、支援活動も、現に戦闘行為が行われている現場以外で、戦闘行為のために発

進準備中の航空機の給油や整備なども認められるようになりました。すなわち、憲法 9条

を根本的に変更し、破壊したものと言えます」。 

関守麻紀子弁護士は、半田滋証人の陳述に基づいて、新安保法制の制定により、日本の

防衛は「専守防衛」を投げ捨て、日米同盟の実施による防衛へと 180 度転換した、自衛隊

の戦闘機はすべて「戦闘攻撃機」になった、武力行使に巻き込まれる危険性が現実的に生

じ、「原告らは、新安保法制の制定により、平穏に生活する権利を侵害され、人格権を侵害

されました」と述べました。 

高橋瑞穂弁護士は、新安保法制の制定は、原告らの平和的生存権だけでなく、憲法前文、

9 条、13条などに書かれた権利を侵害し、憲法改正・決定権を具体的に侵害するものであ

ると述べたとのことでした。 

竹森裕子弁護士は、横浜空襲体験者、東京大空襲体験者、原爆二世の原告陳述に基づい

て、二度と戦争を起こしてはならないという戦争体験者に言葉に言い表せない不安と苦痛

を与えたと述べました。 

石黒康仁弁護士は、相模総合補給廠や座間キャンプ周辺に住む相模原市議、横須賀市に

在住する大学教員 の二人の原告の陳述を紹介して、新安保法制の制定が、基地周辺に住

む住民に、具体的な不安と恐怖を与え、人格そのものを侵害していると述べました。 

伊藤真弁護士は、欧米諸国では司法が憲法価値の擁護者として政治にくさびを打ち込み、

そのことで司法への信頼を高めている。「裁判所が明確な違憲判断を示すことは、司法が政

治に巻き込まれるのではなく、司法の威信を取り戻し、立憲主義を回復するために、今、

国民からもっとも司法権に期待されていることなのです。本訴訟の本質をけっして矮小化

することなく、裁判官各位の良心が凝縮されたような判決を書いていただけるものと信じ

ています」と述べました。 

森卓爾弁護士は、意見陳述はしませんでしたが、「伊藤弁護士の陳述に傍聴者から思わず

大きな拍手が起こったが、裁判官はそれを止めなかった。裁判官はきっとよい判決を書い

てくれる」と報告しました。 

最後に、福田護弁護士は、これまでの 20 の判決はどれも原告らの訴えを正面から受け止

めようとせず、憲法判断を回避してきた。「私たちは、この裁判を通して、改めて、『政府

の行為によって再び戦争の惨禍が起こることのないやうにすること』を訴えます。裁判所
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におかれては、原告らの訴えに虚心坦懐に耳を傾けていただき、真正面からこれを受け止

めていただきたい。上述したこれまでの裁判例の轍を決して踏むことなく、憲法と良心に

従い独立してその職権を行い、新安保法制法を違憲とする判決を発せられるよう心から訴

えて、原告らの弁論を終わります」と述べました。 

かながわ訴訟では合計 7万 5000 の署名も提出しています。全国の判決を乗り越えて、よ

い判決を勝ち取ろうと呼びかけました。伊藤弁護士、福田弁護士らの話は私たちの心に響

き、この裁判を続ける決意を新たにしました。 

判決は、2022 年 3月 17日（木）11 時 30 分、横浜地裁 101 号法廷で行われることになり

ました。かながわ訴訟ではさらに年末までに「公正判決要請署名」を集めます。皆様のご

協力を切にお願いします。判決後は、どちらが勝つにしても、東京高等裁判所に移ります。

ねばり強く、安保法制の違憲性を訴える運動を続けたいと思いました。 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
行事案内 

★12月16日（木）18:00～ STOP!改憲発議 総がかり行動 緊急署名街頭宣伝 場所：新宿駅西口 小田急百貨店前 共催：

戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会、９条改憲NO！全国市民アクション 

★12月17日（金）10:00～ 福島原発かながわ訴訟 第9回控訴審 会場：東京高等裁判所（地下鉄霞が関駅下車徒歩2～

5分） 9時45分傍聴抽選見込み 10時101号法廷で主尋問 11時45分昼休み報告集会（日比谷図書館4階スタジオプラ

ス） 13時10分101号法廷で反対尋問 16時 報告集会（日比谷図書館4階スタジオプラス） 福島原発かながわ訴訟

を支援する会 （070-1316-4575） 

★12月17日（金）18:30～ 市民の市長をつくる会第44回総会 会場：神商連会館4階会議室（東神奈川駅西口徒歩5分） 

市長選の報告集を作成しています。当日お渡しします。問合せ：市民の市長をつくる会（045-650-1896） 

★ 12 月 18 日 （ 土 ） 9:30 ～ 12:00  かながわ市民 連 絡会全体会  zoom 使 用 の オ ン ラ イ ン 開 催  問 合 せ

naito@muh.biglobe.ne.jp （内藤繁） 

★12月18日（土）10:00～12:00 「住民自治を実現する金沢区民の会」設立記念集会 会場：金沢地区センター中会議室

（最寄り駅・京急金沢八景駅） 資料代：500円 記念講演：岡田尚弁護士「山中市長誕生を歓迎し、住民自治を考え

る」 山中市政を支え守るために地域の声を聴き何ができるか話し合いをし、市議会傍聴・請願・陳情・学習会を継

続的に取り組みます。連絡先：丸茂・090-1509、吉田・090-2542-0413 

★12月18日（土）13:00～16:00 ヒロシマ連続講座第125回 帝銀事件と日本の秘密戦 講師：山田朗さん（明治大学教

授・登戸研究所資料館館長） 会場：男女共同参画推進センター（都営新宿線曙橋駅徒歩3分） 資料代1000円 事前

に申込み（名前と電話番号をお知らせください） 申込先アドレス：qq2g2vdd@vanilla.ocn.ne.jp 定員30人程度 企

画：「ヒロシマ連続講座」（竹内） 

★12 月 18 日（土）13:30～16:30 教育子育て九条の会（東京都）憲法と子育て・教育を考えるつどい 問題提起：佐藤

学さん＋教育現場や地域からの報告＋リレートーク 会場：全国教育文化会館＆オンライン 主催：教育子育て九条

の会 連絡先（申込み 12 月 10 日まで）：03-5211 

★12 月 18 日（土）13:30～16:00 全 10 回研究会・マルクスの理論と現代 B 日程（年齢不問） 第 4 回エコロジーと

ジェンダー 会場：関東学院大学関内メディアセンター（神奈川新聞社屋 8 階、約 20 名） 参加費全 10 回通し参加

者 8000 円、30 歳未満は 4000円、通し参加でない参加者は 1 回につき 1000 円、30 歳未満は 500 円 講師：渡辺憲正

（関東学院大学名誉教授） 主催・申込先:NPO 法人かながわ総研に電話かメールで 電話：045-662-9839、メール：

npo-soken@blue.ocn.ne.jp 

★12月18日（土）14:00～ 満州事変90周年記念講演会「中国近現代史と今日の中国問題を考える」 講師：井上久士（駿

河台大学名誉教授、日中友好協会会長） 会場：戸塚区役所3階多目的スペース大（戸塚駅東口徒歩1分） 参加費500

円 併催・パネル展：「平頂山事件と満州国」「中国・万人抗」 主催：日中友好協会横浜西南支部（045-663-0041） 

★12月18日（土）14:00～16:00 東京電力福島第一原発事故から10年 今こそ福島の真の復興と原発ゼロの未来へ！ 

12.18全国大集会＠オンライン 第1部：福島の真の復興を考える 福島の現状と課題、避難者の声、放射能汚染水の

海洋放出反対のたたかい、宝鏡寺（福島県楢葉町）から中継 住職 早川篤雄氏 第2部：原発ゼロの未来へ 原発ゼ

ロ基本法の制定を求める全国の運動、再エネ転換と原発ゼロのたたかい、原発ゼロの未来へ大きな共同を 主催:実行

委員会 問合せ：原発をなくす全国連絡会（03-5842-6451） 

★12月18日（土）14:00～16:30 市民集会「個人情報保護条例がなくなる？－自治体からの抵抗は可能か」 会場：文

京シビックセンター４階 シルバーホール／リモート配信予定（地下鉄後楽園4a・5番出口、または春日駅下車徒歩3

分） リモート配信のurlは、決まり次第、共通番号いらないネットのイベント予告ページでお知らせします。

http://www.bango-iranai.net/event/eventView. php?n=313 集会は、会場参加・リモート配信とも、どなたでも参

加・視聴できます。お話：森田 明さん（弁護士）「改正法による条例画一化の問題点と地方自治体の対応」 地方議

員からの発言 質疑・討論 会場参加の場合の資料代500円 主催：共通番号いらないネット 連絡先：080-5052-0270

（担当・宮崎） 

★12月19日（日）10:00～16：30 第16回女性研究者・技術者全国シンポジウム 女性だけでなく、男性の参加者を歓迎

mailto:naito@muh.biglobe.ne.jp
mailto:qq2g2vdd@vanilla.ocn.ne.jp
http://www.bango-iranai.net/event/eventView.%20php?n=313
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しています。是非ご参加ください。9:45 ZOOM入室OPEN、10:00 進行に関する説明 総合司会・実行委員長：岡山大

学グローバル・ディスカバリー・プログラム教員 鄭幸子(ちょんへんじゃ） 10:05 開会のことば、JSA女性研究者・

技術者委員会委員長 笹倉万里子、10:10 パネル・ディスカッション：「不安定雇用の立場の女性研究者に関する質

的調査」から探る女性研究者の複合的差別の実態 JSA女性研究者・技術者委員会調査チーム（大竹美登利、朴木佳緒

留、衣川清子、廣森直子、笹倉万里子、斉藤悦子） コーディネーター兼ファシリテーター 真嶋麻子、日本で活動

する女性研究者の現状を踏まえ、任期付きや非常勤といった雇用形態、研究分野、地域性、世帯構成などが、「女性」

差別と交差して、複合的な差別へと結びつく状況や困難、課題、解決策を、質的調査の結果をもとにディスカッショ

ンしながら探る。13:30 「私たちの身の回りの複合差別」に関する報告や座談会など、医学、化学、教育学、経済学、

工学、国際関係学、情報学、社会学、政治学、心理学、人類学、生活科学、生物学、理学、歴史学、フェミニスト・

エスニック・スタディーズなどが専門のJSA女性研究者・技術者メンバーと参加者のみなさま 16:20 「今後に向け

て」 参加登録フォーム：https://us02web.zoom.us/meeting/register/ tZ0pdu2tpjgjGdLn0kFuKWLK11UzG2ff_mei 

Webページ https://jsawresearcheng.wixsite.com/website/ 16th-symposium 問合せ先：女性研究者・技術者委員

会委員長 笹倉万里子 sasakuramariko@gmail.com 主催：日本科学者会議 

★12 月 19 日（日）14:00～ 12・19 国会議員会館前行動 場所：衆議院第 2 議員会館前を中心に フィジカルディスタ

ンスを確保しながらスタンディング できるだけ各自のプラカード持参を 共催：戦争させない・９条壊すな！総が

かり行動実行委員会、９条改憲 NO！全国市民アクション 

★12 月 19 日（日）14:30～ 不戦の誓い 第 81 回平和憲法を守る 神奈川県民集会「日本の戦争犯罪の歴史を明らかに

し、改憲状況の中で何が出来るか」 講師：前田 朗さん（東京造形大学名誉教授） 会場：かながわ労働プラザ 4 階

第 3 会議室（JR 石川町駅北口徒歩 3 分） 資料代・会場費 500 円 主催：かながわ平和憲法を守る会 問合せ先：

090-1105-6980（瀬川）、090-2542-0413（吉田） 

★12月19日（日）14:30～ 第28回「いちばん星コンサートーとわにつなぐいのち」 会場：エポックなかはら大ホール

（JR武蔵中原駅直結） A席1500円、B席1300円、子ども・障碍者席500円 当日券なし 山寺圭子・指揮、中山真理・

ピアノ 主催：合唱団いちばん星  問合せ：090-9147-2829（吉田さん） 

★12月20日（月）18:30～ 2021年第132期労働学校 貧困・安保・憲法③ オンラインと併用 会場：健康福祉センタ

ー903号室（桜木町駅徒歩2分） 受講料500円/回 太田伊早子さん（弁護士）「ジェンダー平等と日本国憲法」 申込

み方法：名前、連絡先（電話番号）を明記し、kgakushu@ruby.plala.or.jpにメールしてください。連絡先：神奈川県

労働者学習協会（045-201-4002） 

★12月23日（木）14:00～ デュオ・オブリガート・クリスマスコンサート 会場：旭区民文化センター・サンハート音

楽ホール（二俣川駅ビルライフ5階） 前売り2500円（感染対策のため当日券の販売はなし） 出演：泉恵子・ヴィオ

ラ、杉本正・コントラバス 問合せ：090-9101-0368（杉本さん） 

★12月23日（木）17:00～19:00 『ヨコハマ市民自治を考える会』の定例会 会場：かながわ県民センター711号室、市

民自治に関心のある方は是非お越し下さい。Eメールkura335200@star.ocn.ne.jp（倉田さん） 参加費300円 

★12 月 23 日（木）18:00～21:00 スペースたんぽぽ 講座番号 714 新ちょぼゼミシリーズ「オルタナティブな日本を

目指して」 第 69 回 私見・原発賠償集団訴訟の到達点と課題 講師：村田弘さん（福島原発かながわ訴訟原告団団

長）。会場：スペースたんぽぽ(高橋セーフビル1階、JR 水道橋駅西口徒歩 5 分) 参加費（資料代含む）：800 円（学

生 400 円） 問合せ：tel 03-3238-9035、Email: tanpopo3238@gmail.com（村田弘さん） 

★12月25日（土）14:00～ 第19回市民連合全国意見交換会 オンライン開催 １.市民連合運営委員会挨拶、２.衆議院

選挙の総括と今後の取り組み方針について、３.全国からの報告 参加申込み：12月22日(水）までに連絡願います。

発言希望：団体から複数可です。ZOOMURLアドレスを送ります。発言希望が多い場合は、事務局で調整させていただき

ます。発言希望なし（傍聴：視聴のみ）でも可。Youtubeのアドレスを送ります。クリックすると入力フォームが出て

きます。指示に従い入力し、送信してください。https://forms.gle/bgwS2J7v34NYqTUz5 また、メールでお送りいた

だく場合は下記にご記入いただければと思います。参加団体名、都道府県、参加代表者名、発言希望者名、メールア

ドレス、電話番号、発言希望の有無、Youtube配信リンク送付の希望、その他のご要望など 連絡先：市民連合事務局 

竹内、菊地 メール：mail: shiminrengo@gmail.com 03-5289-8222（平和フォーラム）、090-4437-2175（菊地） 

★12月25日（土）15:30～ 中国映画を観る会「単騎、千里を走る」（張芸謀監督、高倉健主演） 会場：戸塚区役所3階

多目的スペース大（戸塚駅東口徒歩1分） 参加費500円 主催：日中友好協会横浜西南支部 問合せ：大幡

（080-5081-6522） 

★2022年1月4日（火）10:00～ 新春厚木基地行動「厚木基地の爆音を聞く会」 10時、相鉄選相模大塚駅集合。現地行

動後、12時30分から15時、学習交流会 会場：シリウス（大和駅徒歩3分） 資料代300円 主催：神奈川県平和委員

会 問合せ：045-231-0103 

★1月8日（土）より一週間 映画『2887』 新春大公開 シネマノヴェチェント（藤棚商店街） /8日（土）11:30/9日（日）

14時（監督のトークあり）/10日（月）11:30：/11日（火）休業/12日～14日（金）14:30/ 料金は劇場HPで 問合せ 

090-4946-5579（河野） 

★1月15日（土）13:00～16:00 特別集中講座「パンデミックと731部隊」加藤哲郎さん（一橋大学名誉教授）第5回講座

「731部隊・100部隊の戦後責任－隠蔽・免責・復権ルートとネットワーク再建」 場所：愛恵ビル3階（山手線駒込駅

東口徒歩2分） 定員先着30人 資料代1000円 企画：ヒロシマ連続講座 申込先：qq2g2vdd@vanilla.ocn.ne.jp（竹

内） 

★1月15日（土）13:30～16:00 全10回研究会・マルクスの理論と現代 B日程（年齢不問） 第5回グローバリゼーショ

ン 会場：関東学院大学関内メディアセンター（神奈川新聞社屋8階、約20名） 参加費全10回通し参加者8000円、30

歳未満は4000円、通し参加でない参加者は1回につき1000円、30歳未満は500円 講師：渡辺憲正（関東学院大学名誉

教 授 ）  主 催 ・ 申 込 先 :NPO 法 人 か な が わ 総 研 に 電 話 か メ ー ル で  電 話 ： 045-662-9839 、 メ ー ル ：

npo-soken@blue.ocn.ne.jp 

https://us02web.zoom.us/meeting/register/%20tZ0pdu2tpjgjGdLn0kFuKWLK11UzG2ff_mei
https://jsawresearcheng.wixsite.com/website/%2016th-symposium
mailto:sasakuramariko@gmail.com
mailto:kgakushu@ruby.plala.or.jp
mailto:Eメールkura335200@star.ocn.ne.jp
mailto:tanpopo3238@gmail.com
https://forms.gle/bgwS2J7v34NYqTUz5
mailto:shiminrengo@gmail.com
mailto:npo-soken@blue.ocn.ne.jp
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★1 月 15 日（火）14:00～15:00 JSA 神奈川支部幹事会 「日本の科学者」「支部通信」発送作業 会場：かながわ総研

会議室（横浜市中区不老町 2-8-8 不二ビル 6 階 604 号室、045-662-9839) 交通：JR 関内駅南口または地下鉄伊勢佐

木長者町徒歩 5 分、旧横浜文化体育館北側 連絡先：後藤仁敏（電話・Fax：045-894-1052、携帯：090-7175-1911、

E-mail:goto (at)kd5.so-net.ne.jp） 

★1 月 15 日（火）15:00～17:00 JSA 神奈川支部研究交流会 終了後、有志で新年会の予定 会場：かながわ総研会議

室（横浜市中区不老町 2-8-8 不二ビル 6 階 604 号室、045-662-9839) 交通：JR 関内駅南口または地下鉄伊勢佐木長

者町徒歩 5 分、旧横浜文化体育館北側 連絡先：後藤仁敏（電話・Fax：045-894-1052、携帯：090-7175-1911、E-mail:goto 

(at)kd5.so-net.ne.jp） 

★1 月 16 日（日）13:30〜17:00 ゲノム問題検討会議セミナー 生まれてくるいのちの選別をめぐって－着床前・出生

前検査の急拡大を問い直す オンライン(Zoom） 発題者と演題：久具宏司（東京都立墨東病院 産婦人科部長）「着床

前・出生前検査から見えてきた、医療技術と生命倫理のディレンマ」、利光恵子（立命館大学生存学研究拠点、グルー

プ生殖医療と差別）「いのちの選別がもたらすもの－着床前・出生前検査をめぐる論争から考える」、齋藤有紀子（北

里大学医学部附属医学教育研究開発センター准教授)「出生前・着床前検査がもたらす女性へのスティグマ」、千葉紀

和（毎日新聞記者、ルポ「命の選別」誰が弱者を切り捨てるのか？著者)「命の選別ビジネスと繰り返される国家の罪」 

司会: 島薗進（上智大学グリーフケア研究所、東京大学名誉教授） 参加方法:事前予約必須（予約受付期間は即日か

ら 1 月 13 日まで） 予約方法：予約はセミナー名「生まれてくるいのちの選別をめぐって」(必須）、名前（必須）、連

絡先（E-mail 必須）を明記の上、下記 E-mail 先へ申込みください。E-mail：jreikochan@yahoo.co.jp 神野玲子 ま

たはこちらからお申し込みできます https://forms.gle/TBYqSKccVhR7HRpN8 参加費：1,000 円 事前に１月 13 日ま

でに下記に振込みください（寄付もお受けします） 郵便局からの送金の場合：口座番号 10290-70860881 他行から

の送金の場合：ゆうちょ銀行 028 店（セロニハチ） 普通 7086088 口座名義 神野玲子 当日案内：振り込み確認後、

案内および Zoom URL を１月 13 日頃メールで送ります。主催：ゲノム問題検討会議 https://www.gnomeke06.net/  

★1 月 22 日（土）13:30～16:00 全 10 回研究会・マルクスの理論と現代  A 日程（40 歳までの若手研究会） 第 5

回グローバリゼーション 会場：関東学院大学関内メディアセンター（神奈川新聞社屋 8 階、約 20 名） 参加費全

10 回通し参加者 8000 円、30 歳未満は 4000 円 講師：渡辺憲正（関東学院大学名誉教授） 主催・申込先:NPO 法人

かながわ総研に電話かメールで 電話：045-662-9839、メール：npo-soken@blue.ocn.ne.jp 

★1月27日（木）16:30～21:00 要予約 たんぽぽ舎講演会講座番号717 二酸化炭素による地球温暖化説の非科学 講

師：広瀬隆さん 会場：東京学院ビル3階（JR水道橋駅西口の改札を斜め左に出て、正面の信号のある横断道路を渡り、

居酒屋とパチンコ屋の間の道に入ると、左手にルノアールが見えます。ルノアールを左折して4軒目、50mほど） 参

加費（資料代含む）：1000円（学生500円） 予約先（主催）：たんぽぽ舎（03-3238-9035） 

★1月29日（土）13:30～17:30 スペースたんぽぽ講座番号716新ちょぼゼミシリーズ「オルタナティブな日本を目指し

て」（ちょぼちょぼ市民によるちょぼちょぼ市民のためのゼミナール）第70回日本の感染症対策と731部隊 講師：加

藤哲郎さん（一橋大学名誉教授）。会場：スペースたんぽぽ（高橋セーフビル1階、JR水道橋駅西口徒歩5分） 参加

費（資料代含む）800円（学生400円） 連絡先：03-3238-9035、Email:tanpopo3238@gmail.com 

★1月30日（日）13:30〜17:30 オンライン 研究・利用のために「人の生命を作る」ことの倫理 発題：澤井努（京都大

学高等研究院ヒト生物学高等研究拠点・特定助教、生命倫理学）、建石真公子（法政大学法学部教授・憲法学）、香

川知晶（山梨大学名誉教授・倫理学）、天笠啓祐（DNA問題研究会会員）、司会：島薗進（上智大学グリーフケア研究

所所長、東京大学名誉教授・宗教学、死生学） 参加: 事前予約必須（予約受付期間は即日から1月27日まで） 予約

方法：予約は名前（ふりがな付与）、連絡先（E-mail 必須）を明記の上、下記E-mail 先へ申し込みください。E-mail：

jreikochan@yahoo.co.jp 神野玲子 参加費無料。当日の案内：案内およびZoom URL を１月27日頃メールにてお送り

いたします。主催：ゲノム問題検討会議（ホームページhttps://www.gnomeke06.net/）、共催：DNA問題研究会、グル

ープ生殖医療と差別 

★2月5日（土）10:30～11:25 テレビ朝日で放送 第36回民教協スペシャル「ハマのドン”最後の闘い”－賭博は許さ

ない」 ナレーション：リリー・フランキー 企画：公益財団法人民間放送教育協会 制作著作：テレビ朝日 

★2月5日（土）13:00～16:00 特別集中講座「パンデミックと731部隊」加藤哲郎さん（一橋大学名誉教授）第6回講座

「生き残った感染症村・ワクチン村・優生思想－厚生省・厚生技官・医療政治と差別の問題」 場所：愛恵ビル3階（山

手線 駒込 駅東 口徒 歩 2分 ）  定員 先着 30人  資 料代 1000円  企画 ：ヒ ロ シマ 連続 講座  申 込先 ：

qq2g2vdd@vanilla.ocn.ne.jp（竹内） 

★2月5日（土）14:00～18:00 第85回草の根歯科勉強会 アビリティーズ 障害者自立運動55年 会場：アビリティー

ズ本社（新宿ミッドウエストビル） zoom併用 要申込：電話03-5340-9282、yayoiokada@pcsu.mfnet.ne.jp 講師：

伊東弘泰氏（日本アビリティーズ協会会長） URL、ID、パスコードは後日知らせます。主催：草の根歯科研究会 

★3月5日（土）13:00～16:00 特別集中講座「パンデミックと731部隊」加藤哲郎さん（一橋大学名誉教授）第7回講座

「感染症の世界史への日本の遺産－731部隊、バイオハザード、オウム真理教、バイオテロ」 場所：愛恵ビル3階（山

手線駒込駅東口徒歩 2分）  定員先着 30人  資料代 1000円  企画：ヒロシマ連続講座  申込先：

qq2g2vdd@vanilla.ocn.ne.jp（竹内） 

★5月15日（日）13:00～15:00 第86回草の根歯科勉強会 「日の丸・君が代」を考えよう 会場：梨の木カフェ（水道

橋駅徒歩3分、会場は10名まで） zoom併用 要申込：電話03-5340-9282、yayoiokada@pcsu.mfnet.ne.jp 講師：根

津公子氏（元東京都公立学校家庭科教師） URL、ID、パスコードは後日知らせます。主催：草の根歯科研究会 

 

次号の原稿の募集：近況、論説、報告、旅行記、論評、自著紹介、書評、その他、原稿をメールまたはファ

ックスでお寄せください。毎月 10 日ごろの締め切りです。   

        送り先：後藤仁敏（E-mail：goto(at)kd5.so-net.ne.jp、Fax: 045-894-1052） 
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